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	2.5　平成27年9月関東・東北豪雨災害で明らかとなった課題
　
凄まじい被害をもたらした鬼怒川氾濫の根本的な原因は国交省の河川行政の誤り、不手際にある。悲惨な災害が繰り返されないよう、国交省はその事実を認め、その反省の上に立って今後の河川行政を展開することを河川整備計画に明記すべきである。
詳細は別紙1のとおり。
5.1.1　洪水等による災害の発生の防止又は軽減に関する事項
Ⅰ　改修後の堤防は越水による破堤を防ぐ構造になっていないので、計画を超える洪水が来れば、2015年9月洪水のような決壊を起きる危険性がある。

Ⅱ　鬼怒川のみに5年間で600億円の河川予算を使うことになっているが、低コストの耐越水堤防工法を導入して、他の河川の安全度も高めるべきである。

詳細は別紙２のとおり。
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